
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎形成研修（実施報告書）について（小・中・義） 

１つの研修を複数日にわたって実

施した場合は、まとめて記入する。 

【校内研修について】 

＊日常実践していることを研修とし

て位置付けることができる。 

＊全校研・市教研等の機会を生か

すこともできる。 

＊初任者の示範授業等の若手教員

育成のためのメンターとしての実

践も考えられる。 

【校外研修について】 

＊「研修講座２０２２」の★印の付いた小・中・義対象の「基礎形成選択講座」より、

２、３年目の２年間で「３講座以上」、４、５年目の２年間で「２講座以上」受講す

る。 

＊受講する講座の内容や数など、管理職と面談の上、決定する。 

＊講座番号1000番台（経年研修・職務研修）はカウントしない。 

＊令和3年度より押印は不要となりました。 

【実施報告書について】 

＊報告書のデジタルデータ（手書きの紙面）は、４年間（２～５年目）各自で保管する。 

＊小・中・義務教育学校の教諭は、毎年度末にデジタルデータ（手書きの紙面）を PDF

形式にして提出する。（２・3年目の教諭は、「自己評価票」も同様にPDF形式にし

て、本実施報告書とともに提出する。） 

＊ファイル名は以下のようにする。数字は半角にする。 

学校番号（基礎・校種）職員番号氏名 

（例）98765（基礎・中）12345薮田 花子 

＊養護教諭・栄養教諭は、提出不要です。 

勤務校は左側の枠に記入する。 

右枠は、異動した際、異動先の学校

名を記入する。 


